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「カテゴリ 8･9 製品用 RoHS改正指令 附属書３･４ 延長申請要否事前調査」 
記入方法 
下記の説明をご確認の上、調査回答用ファイル「3_(YYYYMMDD)_(回答会社名).xls」（附属書 3 回答用）

および「4_(YYYYMMDD)_(回答会社名)_.xls」」（附属書 4回答用）にてご回答ください。 

集計処理の都合上、行・列をフォーマットの途中で追加・削除しないでいただきますよう、お願いいたします。

ｐｄｆファイルでご回答が必要な場合は、エクセルファイルも同時に送付をお願いいたします。 

【注意】本調査はサプライチェーンに対して遡り調査を実施しないでください。 
 
調査回答用ファイル「3_(YYYYMMDD)_(回答会社名).xls」（附属書 3回答用）の記入 
(ア) 調査回答用ファイル名を変更してください。 

回答用ファイル 「3_(YYYYMMDD)_(回答会社名).xls」 

（YYYYMMDD）： 回答提出日 例）回答提出日が 2018年 3月 1日の場合： 20180301   

（回答会社名）： 株式会社、有限会社などは無しで記載 例）アイウ計測医療制御工業 

ファイル名の例）「3_20180301_アイウ計測医療制御工業.xls」 

 

＜ファイルを開いたところ＞ 

 
 

(イ) 回答者情報をご記入ください 

 貴社名、ご担当者名、所属、電話番号、E-mail、をシート右上段にご記入ください。 

 記載いただきました情報は、当該調査活動に関する連絡のみに使用させていただきます。 

 

(ウ) 延長を必要とする適用除外用途に以下をご記入ください 

(1) 使用有無 

※ 使用時は○を、不使用は×を、不明時は△をプルダウンで選択ください。 

※ この欄は各適用除外用途のすべてに入力が必須です。 

(1a)  カテ 8&9特定用途での使用有無 

※ カテゴリ 8&9機器特有の技術によって使用の場合、同様にプルダウンで選択ください。 

※ 該当する例としては、分析器で使用するランプや、医療機器で使用されるピエゾ素子、光学フ

ィルタなどがあります。 

※ 「4_(YYYYMMDD)_(回答会社名).xls」」（附属書 4回答用）には、記入不要です。 

 

（イ）参照 

（ウ）参照 
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(2) カテゴリおよび使用用途 

※ カテゴリおよび用途情報をご記入ください。医療機器は体外診断用かそうでないかもご記入く

ださい。監視制御機器の場合は、産業用かそうでないかもご記入ください。 

カテゴリの記載方法: 「カテ 8」: 医療機器で体外診断用以外 

     「カテ 8体外診断用」:  医療機器で体外診断用 

     「カテ 9」: 監視・制御機器で産業用以外 

     「カテ 9産業用」:  監視・制御機器で産業用 

(3) ロビーの主体となるべき業界又は業種 

※ 当該適用除外用途の延長申請に対するロビーにて主体となる業界又は業種をプルダウンで

選択ください。不明時は不明を選択してください。 

(4) (3)で想定される業界団体 

※ 分かればその団体名をご記入ください。 

(5) 延長申請を行う計画または意向があるか？ 

※ プルダウンで選択ください。 

 個社で出す計画がある場合： ◎ 

 団体で出す計画がある場合： ○ 

 なし： × 

 不明： △ 

※ また、団体の場合、その団体名を(5a)にご記入ください。 

(6) 延長申請対応の Ad-hoc を立ち上げた場合、技術的情報・知見・データの提供、取りまとめ等のい

ずれかへの貢献が可能で、参加の意思があるか？  

※ 参加のご意志をプルダウンで選択ください。 

※ 本質問は全体の意向を掴むためのものであり、今回のご回答によって将来の参加・不参加が

決定されるものではありません。 

(7) 特記 

※ 特記事項があればご記入ください。 

 

調査回答用ファイル「4_(YYYYMMDD)_(回答会社名).xls」（附属書４回答用）の記入 
（附属書３のファイルと異なる部分のみ） 

（ウ）(1a)  カテ 8&9特定用途での使用有無については回答不要です。 

 

以上 

 


